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１．はじめに

第８回全国高等学校情報研究会全国大会（宮崎

大会）が，宮崎公立大学を会場に，平成２７年８月

１０日（月），１１日（火）の２日間で開催された。

今大会には２１２名の参加があった。九州では初開

催となった。

２．大会概要

【テーマ】地域課題に向きあう情報教育

～地方からの挑戦～

【日 時】平成２７年８月１０日（月）１３：００～

８月１１日（火）１２：４０

【会 場】宮崎公立大学

【主 催】全国高等学校情報教育研究会

【共 催】宮崎県高等学校等情報教育研究会

【プログラム】

開会行事

ライトニングトーク

分科会

教育懇談会

ポスターセッション・協賛展示

基調講演

講評・講演

閉会行事

３．大会の様子

（１）ライトニングトーク

今大会で３回目になるライトニングトークは昨

年が一人あたり３分間だったのに対し，今大会は

一人あたり２分間で実施した。分科会発表の紹介

や開催地である宮崎県の紹介などが行われた。

３回目となり，発表者はライトニングトークが

どのようなものかを理解しており，昨年度にまし

て，スライドや物を活用し，興味や関心を引き立

てる発表をしていた。

（２）分科会

昨年度は４分科会で行っていたが，今大会では

大会開始時間や会場数の関係で，３分科会で２１件

の発表を行った（表１）。

また，会場数に限りがある理由などから，今大

会から発表者を選考したため，内容に偏りがない

ようになった。

第８回全国高等学校情報教育研究会全国大会（宮崎大会）

大会事務局 山口 将人（宮崎県立宮崎西高等学校）

写真１ ライトニングトーク

写真２ 分科会
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「実践と提案」「タブレット教育」「問題解決」

「情報モラル」など様々な発表があり，参加者は

興味や関心がある内容を選び，聞くことや質問す

ることができた。

今大会では，「モラル」をキーワードとした発

表が多くみられた。情報教育の中で「モラル」教

育の重要性を改めて考えることができる分科会で

あった。

（３）教育懇談会

今年度の教育懇談会では千葉商科大学の永井克

昇教授（前文部科学省初等中等教育局視学官）の

お話があり，これからの情報教育について，また，

宮崎での全国大会について熱くお話をしていただ

いた。

また，次年度開催県の神奈川県のあいさつがあ

り，神奈川県の実行委員の先生方の全国大会に向

けての意気込みを感じることができた。

（４）ポスターセッション・協賛展示

ポスターセッションでは２１本の発表，企業展示

では１６の企業が展示を行った（表２）。

大学入試試験，アクティブ・ラーニング，プロ

グラミングなどといった，これからの情報教育の

方向に目を向けた発表が多くみられ，情報の発展

的な改革へと進んでいることを実感することがで

きた。

また，企業展示では，電子黒板やプロジェクタ

ーなど，授業に役立つ情報機器に触れることがで

き，今後の授業改善へのツールとして検討するこ

とができた。

（５）基調講演

今大会では最終日に基調講演を行った。「高等

学校における教育改革と情報科教育」というテー

マで，九州工業大学大学院情報工学研究院の西野

和典教授に講演をしていただいた。

テーマにおける３つの問題意識を軸にし，これ

からの情報科教育の在り方についての内容であっ

た。

教科「情報」を担当している教員にとって「情

報とは」ということを改めて考えることができ

た。

（６）講評・講演

大会の最後に，講評・講演として文部科学省初

等中等教育局の鹿野利春教科調査官から２日間の

講評と，「高等学校における教育改革と情報科教

育」という演題での講演をいただいた。

２１世紀に求められる資質や能力の育成について

述べられ，その育成のための教育を情報科として

どのようにカリキュラムを作っていくのかという

考え深い内容であった。

また，共通教科情報の「大学入試科目への導入」

にも触れられた。今後の高等学校での教科情報の

在り方が大きく変動するのでないかと感じること

ができた。

４．おわりに

今大会は，運営委員が７名しかおらず，多くの

場面で他県の先生方にアドバイスや手助けをいた

だき，無事に終えることができた。心より感謝し

たい。また，地方でも全国大会をすることができ

るということを実証できたのではないかと思う。

これを機に，今まで全国大会を行っていない多く

の県が開催をしてくれることを願っている。そし

て，より広く教科情報が発展していくことを期待

している。

写真３ 基調講演
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表１ 分科会

第１分科会
１）問題解決型協働学習での思考力，判断力，表現力の
育成およびその評価

２）クラウドを用いた生徒の共同学習
３）高等学校の教科情報と大学初年度の情報処理演習の
接点

４）アクティブ・ラーニングの手法を用いた教科「情
報」の授業実践

５）地方での情報教諭として
６）情報科教育の落とし穴
７）情報教育と地域観光との接続－地域資源を取り入れ
た実践

第２分科会
１）情報を学ぶ教育的意義の考察
２）多角的に比較・判断し行動できる情報モラル授業の
実践

３）レゴブロックとiPadを使った表現活動
４）生徒と教師がともに考える情報モラル教育の提案
５）言語活動における論理フォームを活用した評価方法
の開発及び検証

６）動画を活用した生徒が自主的に考える情報モラル
７）「社会と情報」の中で論理的思考力を養う授業案

第３分科会
１）盲学校・ファブラボと連携したディジタルモノづく
り体験の授業実践予告

２）全校生徒にタブレット端末を配布してわかったこと
３）e-Portfolioの導入と課題１
４）「社会と情報」に座学を取り入れた授業の実践報告
５）問題解決のための「モデル化とシミュレーション」
の活用型学習

６）高校生の知財意識の状況
７）Google Classroomを使った授業実践報告

表２ ポスターセッション発表

１）第３回大学情報入試全国模擬試験実施結果
２）社会と情報でのプログラミング授業の実践紹介
３）日本情報オリンピックに参加しよう
４）Bebras（ビーバーコンテスト）を用いた情報科学

教育
５）普通紙マークシートの活用紹介
６）明日から使える４０種類の教材（授業スライド，生徒

教材）の試作
７）情報科の教育課程に関する研究 ～プログラミング

教育の比較・考察による新たな提案～
８）ブラウザで利用可能なWebプログラム学習環境
９）知財学習のための新刊教材展示
１０）かめ吉との４５日間―女子中高生にロボットを与えて

みた―
１１）Webアプリを利用した情報の授業展開の提案
１２）ブレッドボードによるCPUの自作
１３）教育用プログラミング言語「ドリトル」を利用した

授業の実践報告
１４）Google Apps for Educationの実践
１５）e-Portfoloの導入と実践報告
１６）データベース学習支援ツールsAccessによる「情報

の科学」でのデータベース授業の実現
１７）情報の科学「モデル化とシミュレーション」実践報

告
１８）学習管理システムを利用したインタラクティブな学

習環境の構築
１９）情報教育におけるICTを活用したアクティブ・ラー

ニングの評価について
２０）情報モラル
２１）他の教科におけるICT機器の活用実践例
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